
１０月の学校行事 
SC…スクールカウンセラー来校日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＳＣ…スクールカウンセラー来校日 

 

１０月の目標 
生活「物を大切にしよう」 

保健「目を大切にしよう」 

給食「後かたづけをきちんとしよう」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
「東蒲小いじめ防止基本方針」   

校長 長井 哲郎 
最近、パソコンだけでなく、スマートフォンや児童一

人一台貸与されたタブレット上での心無い書き込みが原
因となっていじめに発展したり、コロナ禍における偏見
や差別などがいじめに繋がったりする事例をよく耳にし
ます。 
そこで本校では、ホームページに毎年掲載する「東蒲

小いじめ防止基本方針」を見直し、「軽微ないじめも見
逃さない」を合言葉に、学校、保護者、地域が一丸とな
っていじめ防止に取り組むことにしました。次にそのポ
イントを挙げます。 
まず、日常の授業などを通して、児童がいじめについ

て考え行動できる主体的な態度を育成する取組を充実さ
せるとともに、児童同士の話し合いの中で、多様性や互
いのよさを認め合える場面を設定していきます。その
際、次の３点を重点として、いじめをしない、させな
い、許さないという自覚を高めます。 
 
①どんな場合でも、いじめを行う方法で対処しない。 
②同じ言葉や行為でも、人によって感じ方が異なる。 
③相手が心身の苦痛を感じる行為はいじめになる。 

 
 また、学校に「いじめ対策委員会」を設置し、いじめ
の未然防止に向けた情報収集、迅速かつ組織的な対応、
教員研修の実施、児童や保護者へのいじめ防止の啓発、 
地域・関係諸機関との連携、児童の心のケアなどを行っ
て、具体的ないじめ対策を実行します。 
具体的な取組の 4つの段階として、未然防止、早期発

見、早期対応、重大事態への対処がありますが、まず未
然防止については、上記のインターネット使用上やコロ
ナ禍におけるいじめも想定して指導します。保護者の皆
様にもぜひ、ご家庭でのクロームブック、スマートフォ
ンなどの使用について、情報モラルの観点での指導にご
協力をお願いします。 
合わせて早期発見には、学校・放課後こども広場など

の様子だけでなく、ご家庭での言動、行動の変化が児童
のＳＯＳとして役立つ場合があります。気になることが
ありましたらすぐに学校にご連絡ください。 
 もしいじめが発覚した場合、担任だけではなく全教職
員で一丸となって対応し、いじめが完全に解消されたと
確認されるまで、被害、加害児童双方の様子を注意深く
観察しながら心のケアに努めます。 
 また、いじめが犯罪行為(暴行、窃盗、脅迫)だと認め
られるとき、身体または財産に重大な被害が生じるおそ
れがあるとき(重大事態)は、直ちに警察、教育委員会と
連携して対処していきます。 
 上記の詳細は、１０月から本校ホームページの「教育
活動」欄に掲載しますのでぜひご覧ください。保護者、
地域の皆様と協力しながらいじめ０を目指します 

 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

  

１ 土 都民の日       

２ 日  

３ 月 
全校朝会 委員会活動 交通安全教室 

早寝早起き朝ごはん月間始 読書月間始 

４ 火 生活科見学（１・２年） 安全指導  

５ 水 ４時間授業 

６ 木 とうぶ移動教室始（６年） 

７ 金 とうぶ移動教室終（６年）       SC 

８ 土  

９ 日  

10 月 スポーツの日 

11 火  

12 水 地図の出前授業【帝国書院】（３～５年） 

13 木 福祉体験（４年） 

14 金 班長会 代表委員会          SC 

15 土 
土曜授業登校日 土曜補習 

出前授業【スポーツ体験会】（６年） 

16 日                

17 月 
全校朝会 避難訓練（煙体験）  

１０月分給食費引き落とし 

18 火 
演劇鑑賞教室１～３年（３、４校時） 

４～６年（５、６校時） 

19 水 消防署見学（３年） 

20 木 
笑顔にするプロジェクト【プラネタリウム】 

（３～６年） 

21 金 班活動                               SC 

22 土  

23 日  

24 月 全校朝会 クラブ活動 

25 火  

26 水 ４時間授業 

27 木  

28 金 読書月間終              SC 

29 土 かしわ祭（東蒲中学校） 

30 日  

31 月 早寝早起き朝ごはん月間終     

東蒲だより 
大田区立東蒲小学校 

令和４年９月３０日 

 

Tel 03-3732-9635 Fax 03-3732-9636 
 

◎給食費の引き落としは、10 月 17 日（月）です。 

「運動することを楽しむ」 
副校長 滝澤 智 

 9 月末の台風一過ですっかり爽やかな秋の風に変わ
りました。長袖の服を着ている人も見かけます。 

秋は食欲の秋、読書の秋などたくさんの秋がありま
す。学校でも「読書月間」「早寝早起き朝ごはん月間」
「演劇教室」など秋にちなんだ行事を行います。 

 「〇〇の秋」の中でも私が一番好きなのは、「スポー
ツの秋」です。10 月にはスポーツにちなんだ「スポー
ツの日」があります。 

10 月 10 日(月)の「スポーツの日（旧体育の日）」が
久しぶりにこの日に戻りました。昨年 2021 年、一昨
年 2020 年は、東京オリンピックの開会式の 7 月に変
更していました。1964 年 10 月 10 日に行われた東京
オリンピックの開会式にちなみ、毎年 10 月 10 日が
「国民の祝日」だったのです。（2000 年から 10 月の
第 2 月曜日） 

 各地でスポーツイベントが開かれます。大田区総合
体育館・本校体育館でも行われます。 

「学習指導要領」には『生涯体育』が謳われ、学校
では「豊かなスポーツライフの実現をめざす教育の充
実に努める」ことになっています。 

 最近では「ゴールボール」「ティーボール」「ボッチ
ャ」など聞きなれないゲームも体育の授業で取り上げ
るようになりました。先日も 4 年生が「ソフトバレー
ボール」を楽しんでおり、休み時間の校庭でも両手を
組むアンダーパスでボールを扱う姿も多く見受けま
す。 

 さて、生涯運動を楽しむための力は何か、いくつか
挙げてみます。 

〇「自分たち皆が楽しめるローカルルールを作る力」 

 ・発想・話し合い・話す・聞く・特に、既成スポー
ツの概念を超える柔軟な考え方・創造力が大切 

〇「勝ち負けにこだわり過ぎない心」 
 ・相手や仲間の尊重・リスペクト 
〇「競技に必要な動きを身につける力」 
・動きがわかる。・身につけるための方法・練習
を見いだせる。 

 これらの力を体育学習や様々な教育活動を通して
身につけられるようにしていきます。ご家庭でもお
子さんと一緒に汗を流す機会をつくってみてはいか
がでしょうか。 

 

☆ホームページに UP しています☆ 

〇【台風等への対応について】 

〇【学校だより】  

〇【給食】  〇【学習のようす】 など 

＊ 観覧していただけると嬉しいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１年生の様子」            １年担任 辰巳 佳寿子  

 毎日、元気な「おはようございます！」の声が 1 年生教室に響きわたり、１日がスタートします。

休み時間には外で元気よく遊ぶ姿を見ます。４月の入学式から半年が経ち、学校にもすっかり慣れて、

友達がたくさんできました。 

２学期からは、漢字やカタカナの学習も始めました。書き取りの時間は静かに姿勢よく取り組む様

子が見られ、すっかり立派な１年生です。生活科の学習では、 

春にまいたアサガオから種が取れる季節になり、実が割れる感触 

や「パリッ」という音を楽しみながら夢中で採取しています。１ 

つの実からは４，５個の種が採れるので、採れた種を大切に机の 

中に保管しています。この種は来年の１年生にプレゼントする予 

定です。種を数える学習は算数の時間に行います。さて、全部で 

いくつあるでしょうか？ 

 

 

 

 

「代表委員会」               担当 高橋 直樹 

 代表委員会は運営委員が中心となり、各委員会の委員長や各学級の代表委員が力を合わせて行っていま 

す。 

１学期には運動会のスローガン決めやベルマークの呼びかけをしました。ベルマークは年間を通して回収

しているので、ご家庭のご協力を引き続きよろしくお願いします。２学期には、「よりよい東蒲小にするた

めにできることを考えよう」という議題から、「廊下は走らず、歩こう」という学校生活を安心・安全に送

ることができる取り組みを行うこととしました。そのためにはどうしたらよいか、自分の考えを積極的に発

表し、活発な話し合いを行いました。「ポスターをはる」「歩きたくなるような看板を置く」「各教室に呼び

かけに行く」「なんで走ったらいけないのか具体的に説明する」など様々な意見が出されました。学校生活

の問題などを自分たちで話し合い、取組・改善・解決していくことで、子どもたち自ら問題を解決していけ

るようになってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

「サポートルームの様子」    サポートルーム担当 小倉 宏美 

サポートルームでは、個別学習や小集団(グループ)学習を通して、困ったときの相談の仕方を学んだり、

集中して聞く力をつける学習をしたり、友達とかかわることの楽しさを感じたりしながら活動に取り組んで

います。 

２学期最初のグループ学習では、「みんなで会話を楽しもう」をめあてに、夏休みの思い出を話す「フリー

トーク」という活動を行いました。「みんなで会話を楽しむためには、どんなことに意識するとよいか。」の

問いかけに、話している人に目を向ける、よく聞く、もっと聞きたいことは質問する、反応（あいづち）を

する、共感するなど、子どもたちからたくさんの声が上がり、クラスでも普段から意識していることが伝わ

ってきました。活動後の振り返りでは、「相手を見て、話を聞くことができた。」「友達が夏休みにしたことが

分かってうれしかった。」や「会話をするときは、質問や聞くだけでなく、笑顔でやるともっと楽しめること

が分かった。」「自分は質問することが苦手だと分かった。」など詳しく書くことができました。「自分の考え

を伝えること・相手の考えを聞くこと」を取り入れた活動を２学期も行っていきたいと思います。 

これからも児童一人一人が「こうすればできた・うまくいった」という体験を積み重ね、 

クラスでの学習に、より自信をもって取り組み、楽しく集団生活を過ごせるよう、サポー 

トしていきたいと思います。お子さんの様子や成長で気になることがございましたら、担 

任またはコーディネーターを通してお気軽にご相談ください。 

 


